
日本物理学会領域 2役員会 議事録 

 

日時: 2014年 11月 18日（火）18:30-19:35 

場所: 新潟市朱鷺メッセ B会場 

司会: 領域 2代表 斉藤輝雄 

書記: 領域 2役員 本多充 

出席者: 斉藤、藤澤、藤田、本多、井戸、成行、難波、横井、米田、東口、岡本（19 時 5

分から） 

 

報告事項 

 

明日の領域 2運営会議の資料について確認を行った。以下、スライドに基づく議論。 

 新役員態勢（2014 年 10 月から）。来年度からの次期代表は藤澤彰英さん（九大）、次

期副代表は上杉喜彦さん（金沢大）にしたい。 

 プログラム編成を前に、難波さんが井戸さんと相談してどなたがどの研究分野を担当

するかを決める。伊藤先生から非平衡シンポジウムを通例の最終日でなく前に持って

きて欲しいと依頼があった。伊藤先生とのやりとりは井戸さんが行う。 

 2014年 3月年次大会の学生優秀発表賞に関する報告。 

 若手奨励賞受賞者については、候補者が受賞者となったことを紹介する。プラズマコ

ンファレンスがない年は、秋季大会の領域２運営会議において、理事会決定前の候補

者として紹介する。次回からは細則に基づき審査委員を公表する。 

 第 70回年会講演について 

 招待・企画講演の紹介について今回は領域委員会にて決定済みであるが、プラズ

マコンファレンスがない年は、秋季大会の領域２運営会議において検討するプロ

セスが入る。 

 物理学会参加費の値上げ（一律、増分が千円の値上げ） 

 講演概要集の電子化（Webアクセス件購入千円、DVD版購入のみ千円、両方 1500

円） 

 募集要項の合同領域の記載方法変更（当面、輪番表を見て主領域を認識する） 

 科研費細目分科の再編成について 

 3年程度先の話 

 最終日の拡大関連報告会で比村先生の報告がありそう 

 科研費の細目数を半減するのが目的 

 登壇者の交代への対応 

 領域運営委員ないし座長の許可を得て、どちらかから領域代表に事後報告。正当

性を判断し代表が講演が成立したか否かを後日判断。 



 日本物理学会論文賞について 

 近年領域 2 からの投稿は少ないが、現在 1 件応募があり、推薦する方向で調整し

ている。 

 PLASMA2014運営体制 

 プラズマ科学連合はプラズマ関連学協会による仮想的な組織だが、規約がある 

 主たる学会は、プラ核、物理学会、応物学会で、2，3 名の代表をそれぞれプラズ

マ科学連合運営委員会に出している。代表・委員長は阪大田中先生。 

 プラ核学会が唯一事務局を持っているので、プラズマ科学連合からプラ核学会事

務局に有償で事務仕事を委託。 

 委員の任期はプラズマカンファレンス開催後から次回の開催終了まで 

 委員長は田中和夫さん（阪大）から（恐らく）平松美根男さん（名城大）へ 

 次回の幹事学会は応物プラズマエレクトロニクス分科会 

 第 3 回までは各学会持ち回りなので必ず開催されるが、次期は応物が幹事なのでやり

方が変わるかもしれない。物理学会は応物をサポートした方が良い。 

 

以下、スライドに基づかない議論。 

 

（配付された紙を見て確認）藤岡、藤田、本多各氏が 10 月から即、領域運営委員。2 年後

に役員になりさらに 1年間。 

 

「プラズマ宇宙物理」3学会合同セッションは、次回の主幹事は天文学会。天文学会は次回

の開催時期を決めておらず、早くても来年の秋であり、成行さんの任期中に物理学会に 3

学会合同セッションの主幹事が回ってこない可能性がある。ノウハウを引き継ぐ先は、次

の主幹事になられる横井さんの後任の方になるか。 

 

ホームページの管理は NIFS の人でなくてもよい。横井さんは困難なので、成行さんが立

候補したため交代。 

 

次期年会の開催日が例年より前倒し気味なので、卒業式などと被り、参加者（申込者）が

少ない可能性がある。次の日曜日（11月 23日）が年会の申し込み締切であり、日程を確定

させられない人が参加しない可能性があるため。若手奨励賞は講演数に比例するため、講

演数が少ないのを危惧する。 

 

次期年会の懇親会の日程はどうするか。拡大物性会議の日程は 3月 22日のはずで、いつも

日程が被っているが、強行突破で懇親会を開催してきた歴史がある。初日の役員会は夜で

なく昼でするという解もある。既に役員会は初日（21 日）夜に予約しているが、日程が空



いていれば、プログラム委員会で変更は可能。昼でなく、初日午前のセッションを一部ず

らして役員会を開催する手もある。その場合、役員によっては前泊しなくては昼の役員会

に間に合わないかもしれない。懇親会は初日の夕方に決めてしまい、役員会をどこにずら

すかはプログラム編集会議へ参加する方を全権代表にして任せる。23 日は卒業式が多いた

めに来られない人が多いだろう。初日夕方には総会が存在するが、代議員のみが参加する。 

 

以上 


